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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビルトイン蔵に設置された冷蔵庫本体と、前記本体内部の一側に設置されて冷媒を圧縮
する圧縮機と、前記圧縮機を通過した冷媒と空気が熱交換される凝縮機と、前記空気が強
制流動されるようにする送風ファンと、前記凝縮機と前記送風ファンが置かれる領域を分
離区画する流路ガイドが含まれる機械室と、前記機械室背面を保護するバックカバーとが
含まれるビルトイン冷蔵庫の放熱装置において、
　前記凝縮機は前記送風ファンの近くに設置された前記凝縮機の領域に吸入された空気と
熱交換し、前記圧縮機は自然の熱対流で送られた空気と熱交換することを特徴とする、
　ビルトイン冷蔵庫の放熱装置。
【請求項２】
　前記冷蔵庫本体の底面に形成される通気孔と、前記通気孔を通じて吸入された空気が流
れる吸入路で、前記吸入流路を通じて前記機械室に吸入された空気が外部に放出されるよ
うにするための吐出流路で成り立つ放熱流路がより含まれることを特徴とする、請求項１
に記載のビルトイン冷蔵庫の放熱装置。
【請求項３】
　前記機械室は前記圧縮機が置かれる圧縮部と、前記凝縮機及び/または送風ファンが置
かれる凝縮部とが区画されるようにする縦膜が含まれることを特徴とする、請求項１に記
載のビルトイン冷蔵庫の放熱装置。
【請求項４】
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　前記バックカバーは前記機械室内部に流入されるようにするための吸入孔が含まれるこ
とを特徴とする、請求項１に記載のビルトイン冷蔵庫の放熱装置。
【請求項５】
　前記バックカバーは前記機械室内部の高温の空気が外部で排出されるための排出孔が含
まれることを特徴とする、請求項１に記載のビルトイン冷蔵庫の放熱装置。
【請求項６】
　前記バックカバーは前記圧縮部内部で室内空気が出入するようにする吸入孔が含まれる
ことを特徴とする、請求項３に記載のビルトイン冷蔵庫の放熱装置。
【請求項７】
　前記流路ガイドは前記機械室を抜け出る室内空気が上側に吐出されるようにするために
、上向きに傾くように形成されることを特徴とする、請求項１に記載のビルトイン冷蔵庫
の放熱装置。
【請求項８】
　前記流路ガイドは前記機械室を抜け出る室内空気が再吸入されることを防止するために
終端が二つの方向に分岐されて、それぞれ上側と下側で傾くように形成されることを特徴
とする、請求項１に記載のビルトイン冷蔵庫の放熱装置。
【請求項９】
　前記送風ファンは吸入される空気の吸入方向と吐出方向が所定の角度を成すクローズフ
ローファンであることを特徴とする、請求項１に記載のビルトイン冷蔵庫の放熱装置。
【請求項１０】
　ビルトイン蔵に収納される冷蔵庫本体と、前記冷蔵庫本体の背面一側に形成される機械
室と、機械室の内部に装着される凝縮機と、機械室の内部に装着される圧縮機と、前記凝
縮機の上部に装着され室内空気を吸入する送風ファンと、前記凝縮機と前記送風ファンを
上下で区画する流路ガイドと、前記冷蔵庫本体の底面に設置されて前記冷蔵庫本体を支持
する支持板とが含まれるビルトイン冷蔵庫の放熱装置において、
　前記凝縮機は前記送風ファンの近くに設置された前記凝縮機の領域に吸入された空気と
熱交換し、前記圧縮機は自然の熱対流で送られた空気と熱交換することを特徴とする、
　ビルトイン冷蔵庫の放熱装置。
【請求項１１】
　前記支持板は下側全面部に所定の大きさに形成されて室内空気が流入されるようにする
通気孔と、下側に水平になるように形成されて、前記通気孔を通じて流入された室内空気
が前記冷蔵庫本体の背面に移動するようにする吸入路が含まれることを特徴とする、請求
項１０に記載のビルトイン冷蔵庫の放熱装置。
【請求項１２】
　前記流路ガイドの背面に前記凝縮機と熱交換された室内空気が前記送風ファンに移動さ
れるようにする連通孔が含まれることを特徴とする、請求項１０に記載のビルトイン冷蔵
庫の放熱装置。
【請求項１３】
　前記流路ガイドと一体に形成される縦膜が含まれることを特徴とする、請求項１０に記
載のビルトイン冷蔵庫の放熱装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は冷蔵庫において、特にビルトイン(Built-in)蔵に設置された冷蔵庫の機械室で
の放熱改善のためのビルトイン冷蔵庫の放熱装置に関するものである。
　本発明は、ビルトイン蔵に収容される冷蔵庫の背面下側に具備される機械室内部で室内
空気が吸入されて、吸入された室内空気が凝縮機(152)を通過しながら熱交換をするよう
になる。そして、前記交換を経て空気は送風ファンによって外部に放出されるようになる
。前記のような空気流動構造において、機械室内部に吸入される室内空気が受ける流動抵
抗を最小化して、空気の流れを効果的にするための放熱装置に関するものである。
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【背景技術】
【０００２】
　一般的に、冷蔵庫は食品を新鮮に長期間保管する用途で使われる家電機器として、食品
を冷蔵/冷凍保管するための食品保管室を持つ本体と、前記食品保管室を放熱させるため
の冷凍サイクルに大別される。
　このような冷蔵庫は、基本的にある程度の大きさを持っているために、台所や居間など
の一側壁面に設置する場合、その大きさ位壁面から突き出る。このような設置構造は美観
上好ましくなく、空間の有効活用度が落ちるといった問題があった。
【０００３】
　この問題を解決するために、ビルトイン蔵に冷蔵庫を一つのビルトイン家具のように設
置して使うとか、シンク台に設置して使う方法が提示された。
　このようなビルトイン方式冷蔵庫は、本体が保存室と、前記保存室内部を低温の状態で
維持させる冷媒循環装置を具備した機械室とが区画形成される。このようなビルトイン方
式冷蔵庫を設置する場合は、ビルトイン構造の特性上、空気の流れが遮断される可能性が
高い機械室での熱交換を円滑に行い、発生する熱をより効果的に放出させるための技術が
重要な問題となっている。
【０００４】
　図１は従来ビルトイン冷蔵庫を表した概略構成図である。
　図１を参照して説明すると、ビルトイン蔵(10)に設置された冷蔵庫本体(11)と、前面下
部に設置されるオンドル板(14)と、冷蔵庫本体(11)の背面に設置された機械室(15)と、冷
蔵庫本体(11)を支持する支持板(13)が含まれる。
　また、前記支持板(13)の下部及び前記オンドル板(14)間に形成される通気孔(21)と、前
記通気孔(21)と連通された吸入流路(18)及び冷蔵庫本体(11)の後方に位置した排出流路(1
9)が含まれる。そして、前記吸入流路(18)及び前記排出流路(19)が一つの放熱流路を形成
するようになる。
　また、前記ビルトイン蔵(10)内部に形成される空間上に前記冷蔵庫本体(11)が設置され
る。詳細に説明すると、前記冷蔵庫本体(11)は支持板(13)上部に設置されて、前面のドア
パネル(12)と後方の壁面(17)の間に位置される。ここで、前記オンドル板(14)はビルトイ
ン蔵(10)の下部外観をよくして汚物流入を遮断するために設置される。
　また、冷蔵庫本体(11)の背面下部はバックカバー(16)によって保護される機械室(15)が
含まれて、前記機械室(15)内部で外部空気が吸入及び吐出される。詳細に説明すると、前
記ビルトイン蔵(10)の前面下部に設置された前記通気孔(21)で外部空気が流入されて、流
入された空気は前記ビルトイン蔵(10)の下部に設置された前記吸入流路(18)に沿って流れ
る。そして、前記冷蔵庫本体(11)と壁面(17)の間に形成される前記排出流路(19)を通じて
外部に吐出される。
【０００５】
　図２は従来ビルトイン冷蔵庫の機械室構造を表した正面図である。
　図２を参照すれば、冷蔵庫本体の背面下部に設置された機械室(15)は内部一側に設置さ
れて冷媒を圧縮する圧縮機(23)と、前記冷媒と外部空気が熱交換する凝縮機(24)と、前記
凝縮機(24)の前方及び/または後方に設置され空気循環を誘導する送風ファン(25)が含ま
れる。
　また、前記機械室(15)の背面には前記機械室部品等を外部の衝撃から保護して室内空気
が出入するようにするために形成されるバックカバー(16)が装着される。そして、前記バ
ックカバー(16)は前記送風ファン(25)が作動する時外部空気が流入されるようにするため
に形成される吸入孔(20)と、前記吸入孔(20)に流入された空気が排出されるようにする排
出孔(22)が形成される。
【０００６】
　前記送風ファン(25)が作動すれば前記バックカバー(16)の吸入孔(20)を通じて外部空気
が吸入されて、前記送風ファン(25)によって吐出される空気は前記凝縮機(24)及び前記圧
縮機(23)と熱交換された後バックカバー(16)の排出孔(22)を通じて抜けるようになる。
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　この時、前記機械室(15)内部で熱交換された空気は前記吐出流路(19)を通じて外部に抜
け出るようになって、同時に前記吸入流路(18)を通じて空気が流入される循環過程を持つ
。
【０００７】
　しかしながら、従来の送風ファンは軸流ファンとして、軸方向で空気を吸いこんで軸方
向にまた吐出するようになる。よって、凝縮機(24)は必ず軸流ファン(25)の前方または後
方に位置しなければならないという問題がある。
　言い換えれば、従来ビルトイン方式を取る冷蔵庫の機械室構造は、外部空気が一方向か
ら吸入されて同一方向に吐出する軸流ファンが使われて、機械室空間が狭小である。その
ために、ビルトイン方式の冷蔵庫のような構造では機械室を通過する空気が容易に流れる
ようにするための流路を形成しにくい短所がある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は前記のような問題を解決するために成されたもので、本発明は、ビルトイン冷
蔵庫の機械室内部の構造を改善することで、機械室を通過する空気の流れが容易になるよ
うにして、効率的な放熱が成り立つようにしたビルトイン冷蔵庫の放熱構造を提案する。
【０００９】
　また本発明は、前記機械室が圧縮部と凝縮部に区分されるようにして圧縮機と凝縮機を
それぞれ設置できるようにして、流入及び流出する空気の流路を改善することで、放熱效
果が向上するビルトイン冷蔵庫の放熱構造を提案する。
【００１０】
　また本発明は、前記機械室から放出される空気が上方向に吐出されるようにする流路ガ
イド構造を持つビルトイン冷蔵庫の放熱装置を提案する。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　前記のような技術的課題を解決するために本発明に係る冷蔵庫の放熱装置は、ビルトイ
ン蔵に設置された冷蔵庫本体;
内部一側に設置されて、冷媒を圧縮する圧縮機と、前記圧縮機を通過した冷媒と室内空気
が熱交換されるようにする凝縮機と、前記室内空気が内部に流入されるようにする送風フ
ァンと、前記凝縮機と前記送風ファンを分離区画する流路ガイドが含まれる機械室;
前記機械室背面を覆うために板状に形成されるバックカバー;
が含まれる。
【発明の効果】
【００１２】
　前記のような構成を成す本発明に係るビルトイン冷蔵庫の放熱装置は、機械室が上下に
区分されて、その間に室内空気が連通されるようにして、吸入と吐出が分離するようにす
ることで、熱交換効率を増大させることができる効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下に本発明の具体的な実施例を図面と一緒に詳細に説明する。本発明の範囲は本発明
の思想が提示される実施例に制限されるものでなく、また他の構成要素の追加、変更、削
除等によって、退歩的な他の発明や本発明思想の範囲内に含まれる他の実施例を容易に提
案することができる。
【００１４】
　図３は本発明によるビルトイン冷蔵庫の放熱装置を表した構成図で、図４は放熱装置の
拡大図で、図５は放熱装置の斜視図である。
【００１５】
　図３から図５を参照すれば、本発明による放熱装置が具備された冷蔵庫構造はビルトイ
ン蔵(100)に設置される冷蔵庫本体(110)と、前記冷蔵庫本体(110)前面に具備されるドア
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パネル(120)と、前記冷蔵庫本体(110)を支持するために下端に水平に形成される支持板(1
30)と、前記支持板の前面に具備されるオンドル板(140)が含まれる。
【００１６】
　また、前記冷蔵庫本体(110)の背面下部に設置される機械室(150)と、前記機械室(150)
で発生される熱が外部空気と熱交換されるようにするために形成される放熱流路が含まれ
る。
　詳細に説明すると、前記放熱流路は前記オンドル板(140)の下端に形成される通気孔(14
1)と、前記通気孔(141)を通じて吸入された空気を前記機械室(150)で案内する吸入流路(1
80)と、前記吸入流路(180)を通じて前記機械室(150)に吸入された空気が熱交換をした後
、外部に放出されるようにするために前記冷蔵庫本体(110)背面に垂直になるように形成
される吐出流路(181)が含まれる。
　より詳細に説明すると、前記吐出流路(181)は前記冷蔵庫本体(110)の背面と前記ビルト
イン蔵(100)の背面(170)の間に垂直になるように形成される。
【００１７】
　一方、前記機械室(150)は圧縮部(156)及び凝縮部(159)に隔膜されて、前記圧縮部(156)
には圧縮機(151)が設置されて、前記凝縮部(159)には室内空気と冷媒が熱交換される凝縮
機(152)と、前記凝縮機の上部に設置され室内空気を吸入する送風ファン(153)が含まれる
。そして、前記凝縮機(152)と前記送風ファン(153)を上下で区画する流路ガイド(155)が
含まれる。
【００１８】
　また、前記機械室(150)は背面に形成される開放部を覆って前記機械室内部を保護する
機能をする板形状のバックカバー(160)が付着する。そして、前記バックカバー(160)は前
記冷蔵庫本体(110)の背面にねじ締結される。そして、前記バックカバー(160)には多数の
通気口(161、162、163)が形成されて、外部の空気が前記機械室(150)に出入されることが
できるようにする。
　詳細に説明すると、前記通気口(161、162、163)は前記吸入流路(180)に沿って流入され
た室内空気が前記送風ファン(153)によって前記凝縮部(159)に流入されるようにする少な
くとも一つ以上の凝縮部吸入孔(161)と、前記凝縮部吸入孔(161)を通じて吸入された空気
が前記凝縮機(152)と熱交換した後、前記吐出流路(181)に吐出されるようにするための凝
縮部排出孔(162)と、室内空気が前記圧縮部(156)で流入及び流出されるようにするための
圧縮部吸入孔(163)が含まれる。ここで、前記通気口の形状及び個数は本発明の実施例に
制限されなくて、室内空気が前記機械室で流入及び流出される過程で流動抵抗が最小にな
るすべての可能な方式が提案可能なことを明らかにしておく。
【００１９】
　また、前記送風ファン(153)は吸入される空気が吸入方向に直交される方向で排出され
るようにするクロスフローファン(cross flow fan)が装着可能で、前記流路ガイド(155)
は前記凝縮機(152)の上部に形成され前記凝縮部(159)を二分する。
　詳細に説明すると、前記流路ガイド(155)は前記凝縮部吸入孔(161)と前記凝縮部排出孔
(162)の間に装着される。そして、前記流路ガイド(155)は前記バックカバー(160)側終端
部が前記送風ファン(153)側終端から所定の曲率を持って上側に傾くように形成される。
よって、前記凝縮部吸入孔(161)を通じて吸入された室内空気は前記流路ガイド(155)の上
側面に沿って流れて、前記凝縮部排気孔(162)を通じて上向きに吐出される。
　ここで、前記流路ガイド(155)が上述したところのように一側終端が上側に湾曲されて
形成されることで、前記凝縮部排気孔(162)を通じて吐出される室内空気がまた前記凝縮
部吸入孔(161)を通じて前記機械室(150)に吸入される現象が発生されない。
【００２０】
　以下前記放熱装置で起きる空気の流れに対して詳細に説明する。
　先に前記通気孔(141)を通じて吸入された室内空気は前記吸入流路(180)に沿って流れる
。そして、前記室内空気は前記底面吸入孔(158)と、前記凝縮部吸入孔及び前記圧縮部吸
入孔(163)を通じて前記圧縮部(156)と前記凝縮部(159)に流入されるようになる。
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　また、前記凝縮部(159)に流入された室内空気は、前記凝縮機(152)と熱交換された後前
記送風ファン(153)によって強制流動される。そして、前記強制流動された室内空気は前
記背面吸入口(154)によって上昇して、上昇された室内空気は前記流路ガイド(155)によっ
て上昇吐出される。詳細に説明すると、前記吐出される高温の室内空気は前記凝縮部排出
孔(162)を通じて排出されて、前記吐出流路(181)によって外部で排出されるようになる。
【００２１】
　図６は本発明による機械室を出入する空気の流れを見せる平面図で、図７は前記機械室
を出入する空気の流れを見せる正面図である。図６及び図７を参照すれば、本発明による
機械室(150)は内部が縦膜(157)によって圧縮部(156)と凝縮部(159)に区画される。そして
、前記圧縮部(156)には前記圧縮機(151)が設置されて、前記凝縮部(159)には前記凝縮記(
152)及び送風ファン(153)が上下部で分けられて設置される事は上述した通りである。
【００２２】
　また、前記凝縮部(159)は下部の凝縮機(159)と上部の送風ファン(153)が多層構造に形
成されて、前記凝縮機と前記送風ファンの間には流路ガイド(155)が横膜のように設置さ
れる。そして、前記流路ガイド(155)は横膜として前記縦膜(157)により支持固定される構
造である。そして、前記流路ガイド(155)の背面は前記凝縮機(152)を経た室内空気が前記
送風ファンの吸入力によって上部で上昇するようにするために形成される背面吸入口(154
)が形成される。
【００２３】
　一方、前記縦膜(157)と前記流路ガイド(155)は一体で射出成型されるとか、前記流路ガ
イド(155)の一側終端は前記縦膜(157)に接して、他側終端は前記機械室(150)の外壁に接
して、締結部材によって結合されることもできる。
　また、前記機械室(150)底面には、前記吸入流路(180)に沿って流入された空気が吸入さ
れることができる底面吸入孔(158)が少なくとも一つ以上形成される。
【００２４】
　以下前記送風ファン(153)が作動することによって起きる空気の流動に対して説明する
。
　先に、前記送風ファン(153)が作動するようになれば前記バックカバー(160)に形成され
た前記凝縮部吸入孔(161)及び下部の底面吸入孔(158)を通じて外部空気が前記機械室(150
)内部に吸入される。そして、前記吸入された空気は前記凝縮機(152)と熱交換された後、
前記送風ファン(153)で繋がれる背面吸入口(154)を通じて前記送風ファン(153)に吸入さ
れる。そして、前記送風ファン(153)によって吐出される空気は前記凝縮機(152)と前記送
風ファン(153)の間に設置された流路ガイド(155)上面によって吐出される。
　この時、前記流路ガイド(155)は下端の凝縮機(152)に流入される空気の流入をガイドす
るだけでなく、上端の送風ファン(153)から吐出される空気を上方向へガイドするように
なる。これによって、吐出される空気が冷蔵庫背面とビルトイン蔵背面(170)の間に形成
された吐出流路(181)に沿って上向噴射されるので、前記吐出流路(181)を通じて外部に易
しく抜け出ることができる構造になっている。
【００２５】
　ここで、前記流路ガイド(155)の内側に形成された前記背面吸入口(154)は前記凝縮部吸
入孔(161)から流入された空気が前記送風ファン(153)に流動されることができるように形
成されたこととして、前記凝縮部(159)の上下部を連通させる。
　また、前記流路ガイド(155)は吐出空気が上方向に吐出されるように所定の傾斜を持つ
構造である。望ましい実施例として、前記流路ガイド(155)は吐出される空気をガイドす
るために上向傾斜したL字形構造に形成されることができる。そして、吸入される空気を
ガイドすることと同時に吐出される空気もガイドするため、その形状が上下面に傾斜した
Ｔ字またはＹ字形状で形成させることもできる。
【００２６】
　このようなビルトイン(100)に設置された冷蔵庫が作動すれば、本体後方に設置された
機械室(150)の内部の構成要素等が稼動する。
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　この時、前記機械室(150)の一側に設置された圧縮機(151)によって高温高圧に圧縮され
た冷媒は、前記凝縮機(152)を通過しながら外部空気と熱交換を通じて低温高圧状態にな
る。
　また、前記送風ファン(153)が作動するにことよって、前記機械室(150)の底面及び背面
に形成された底面吸入孔(158)及び凝縮部吸入孔(161)を通じて室内空気が吸入されて、前
記凝縮機(152)内の冷媒と熱交換するようになる。
【００２７】
　一方、前記機械室(150)を分ける縦膜(157)を設置しないで前記流路ガイド(155)を前記
機械室側面と背面で固定させた後、外部空気の吸入及び吐出をガイドすることもある。
【００２８】
　また、前記流路ガイド(155)は前記機械室(150)内部でだけ横膜で設置されるのに、横膜
の長さを前記冷蔵庫本体背面と所定の間隔で壁面の間まで延長させることもある。
【００２９】
　前記のような構成を成す本発明に係るビルトイン冷蔵庫の放熱装置は、機械室が上下に
区分されて、その間に室内空気が連通されるようにして、吸入と吐出が分離するようにす
ることで、熱交換効率を増大できるという効果がある。
　また、送風ファンの種類で、シロコファンまたはターボファンなどを使用することで、
要求される方向への吸入と吐出を可能にして効率的な放熱構造を持つ効果がある。
　また、機械室下部に凝縮機を設置して、上部にファンを装着するようにして、吐出され
た空気が再流入しないようにすることで、放熱を極大化させることができる効果がある。
【００３０】
　前記のような特徴を持つ本発明による放熱装置は、冷蔵庫だけでなく空気調和機等のよ
うに冷媒の圧縮膨脹過程を通じて熱を取り交わす過程が遂行される多様な器機に適用する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】従来ビルトイン冷蔵庫を表した概略構成図。
【図２】従来ビルトイン冷蔵庫の器械室構造を表した正面図。
【図３】発明に係るビルトイン冷蔵庫の放熱装置を表した構成図。
【図４】前記放熱装置の拡大図。
【図５】前記放熱装置を見せる斜視図。
【図６】本発明に係る機械室を出入する空気の流れを見せる平面図。
【図７】前記機械室を出入する空気の流れを見せる正面図。
【符号の説明】
【００３２】
100・・・冷蔵庫
110・・・冷蔵庫本体
120・・・ドアパネル
130・・・支持板
140・・・オンドル板
150・・・機械室
160・・・バックカバー
170・・・背面
180・・・吸入流路
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